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論文内容の要旨

本論文は，ファジィ・パラメータを含む多目的線形，線形分数および非線形計画問題に対し，意思決

定者の判断のあいまい性を考慮した満足解を求めるための，対話型意思決定手法に関する研究であり，

多くの新しい対話型意思決定手法を提案しており， 6 章からなっている。

第 1 章では，従来の多目的意思決定手法を概観し，その問題点を明らかにするとともに，本論文の構

成を述べているo

第 2 章ではj ファジィ・パラメータを含む多目的線形計画問題に対して，従来のパレート最適解の概

念、の代わりに，問題に含まれるファジィ・パラメータの影響が反映されるように，メンバーシップ関数

を用いて定義したM一 α ーパレート最適解の概念を新たに導入し， M-α ーパレート最適解の集合のな

かから，問題に含まれるあいまい性のみならず，意思決定者の判断のあいまい性をも考慮した満足解を

求めるための，線形計画法にもとづく対話型意思決定法を提案している。

第 3 章では，ファジィ・パラメータを含む多目的線形分数計画問題に関して，前章と同様にM-α­

パレート最適解を導入し，そのなかから意思決定者の満足のゆく解を求めるための対話型アルゴリズム

を与えている。

第 4 章では，ファジィ・パラメータを含む多目的非線形計画問題に対して，第 2 ， 3 章で用いたミニ

マックス問題を拡大した問題を考えることにより，非線形計画法による対話型意思決定の方法を提案し

ているo

第 5 章では，第 2 ， 3 , 4 章で提案された対話型意思決定手法のアルゴリズムにもとづく対話型計算

機フ。ログラムを作成し，仮想的な意思決定者の下で種々の数値例を用いて検証することにより，手法の
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有効性と妥当性を確認している。

第 6 章では，以上の章を要約するとともに，今後の課題を考察している。

論文の審査結果の要旨

社会の多様化，複雑化に伴い，多目的意思決定に関する研究が活発化しつつあるが，現実の意思決定

状況を数式モデルに定式化する専門家達の判断のあいまい性に関する考慮はまだほとんどなされていな

し、。

本論文は，このような問題の定式化に携わる専門家達の判断のあいまい性を取り入れた，ファジィ・

パラメータを含む多目的線形，線形分数，非線型計画問題に対し，さらに意思決定者の判断のあいまい

性をも考慮した満足解を求めるための，対話型意思決定法を提案し，そのアルゴリズムを与えている。

その主要な結果を要約すると次の通りである。

(1) 従来のパレート最適解の代わりに，問題に含まれるファジィ・パラメータの影響を反映するように，

メンバーシップ関数と意思決定者が任意に選ぶ水準α を用いて定義したM-α ーパレート最適解の概

念を導入することにより，種々の数理計画問題を統一的に取り扱える手法を開発している。

(2) ファジィ・パラメータを含む線形，線形分数，非線形計画問題の全てに対してM-α ーパレート最

適解のなかから意思決定者の満足解をうるためのミニマックス問題を提案し，それを線形計画問題に

帰着することにより簡単な解法を与えている。

(3) 対話型手法における意思決定者との対話の際に有効な情報となるM-α ーパレート曲面でのトレー

ド・オフ比が，シンプレックス乗数やラグランジュ乗数により直ちに導かれることを，超平面問題の

トレード・オフ比の公式を開発することにより，理論的に証明している。

(4) 対話型意思決定手法のアルゴリズムにもとづくコンビュータ・フ。ログラムを作成し，多くの数値例

を用いて，手法の有効性を検証している。

以上のように本論文は，ファジィ・パラメータを含む多目的数理計画問題について，多くの新しい有

用な知見を与えており，数理工学の理論と応用に寄与するところが大きい。よって本論文は博士論文と

して価値あるものと認める o
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